
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 15 日（水）に、育友会保健部主催で給

食試食会を行いました。初めの挨拶・日程説明

の後、当番の方が給食を取りに行ってください

ました。 

  

 献立は【ご飯・牛乳・親子煮・ぽん酢和え】

です。さすが保護者のみなさん、あっという間

に配膳が終わりました。給食は、時々おしゃべ

りをしながら、楽しくおいしく召し上がってい

ただきました。 

  

 給食後は、子供たちの給食の様子を参観して

くださいました。子供たちも嬉しかったのでは

ないでしょうか。そして、有田市給食センター 

山下主査栄養士のご講義を拝聴しました。25 名

の保護者の皆様は真剣なまなざしで聴いておら

れました。ご感想を一部紹介します。 

◎毎日美味しい給食ありがたいです！(^^) 

◎子供から、いつも給食が美味しいと聞いてい

たので試食会開催していただき有難うござい

ました！美味しかったです。栄養士さんのお

話を聞いて、有田市の給食は愛情いっぱいで

素晴らしいと感動しました！  

◎栄養バランスや価格、使う食材の種類や品質

などさまざまな点に気を配りながら献立を決

め、毎日間違いなく作り送り届けるというの

は大変なことだと思います。いつもありがと

うございます。 

 

 11 月 22 日（水）に社会見学に行きました。 

自然・科学・工場・歴史・伝統文化など、学年

に応じて様々な体験ができました。 

 

１年生 

海南市わんぱく公園 和歌山県立自然博物館 

  

 

２年生 

和歌山県植物公園緑花センター 和歌山市立こども科学館 

  

 

３年生 

たにぐち和歌山工場 和歌山県立紀伊風土記の丘 

  

 

4 年生 

資源リサイクルセンター松田商店 紀州漆器伝統産業会館うるわし館 
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 和歌山県では、教育に対する関心や理解を深

め、学校・家庭・地域が連携して教育の一層の

充実と発展を図るため、平成 18 年度に、11 月

1 日を「きのくに学びの日」、11 月を「きのく

に学び月間」と設定しました。 

 宮原小学校では、11 月 27 日から 12 月 1 日

を「学校開放週間」と位置づけて、保護者や地

域の方々に学校を開放しました。授業中はもち

ろん、休憩時間や給食の時間も参観していただ

きました。また、休憩時間には子供たちとお話

されている姿もお見かけしました。 

  

  

 ５日間で、延べ 73 人の保護者・ご家族・地

域の方々にご来校いただきました。ご多用の中

ありがとうございました。 

 開放週間は終わりましたが、宮原小学校では

「学校通信」「学年・学級だより」「宮原小ブロ

グ」を通して子供たちの様子を発信していきま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 12 月 4 日から 10 日までは、「第 75 回人権

週間」です。昭和 23 年（1948 年）12 月 10

日、国際連合総会において、全ての人民と全て

の国とが達成すべき共通の基準として、「世界人

権宣言」が採択されました。法務省ではこの期

間を「人権週間」と定め、全国的に人権啓発活

動を強化して行っています。依然として存在し

ている人権問題に対して、一人一人が自分事と

して捉え、互いの人権を尊重し合うことの大切

さについて、認識を深めていく期間です。 

人権週間をきっかけに人権について考えてほ

しいと思い、宮原小学校でも 11 月 28 日（火）

に人権集会を開きました。 

めあては『人権と人権週間について知る』で

す。担当の先生が、「人権とは人として幸せに生

きていくために必要な権利であること」「人権を

大切にするとは、自分を大切にしながら相手を

思いやる心をもつこと」と説明しました。子供

たちは真剣な表情で聞いていました。 

 次に、絵本『ともだち』の読み聞かせをしま

した。友達と毎日明るく楽しく生活するには、

どんな行動をすればよいか考える良い機会にな

りました。 

  

 学級では、１,３,５年生は絵本等の読み聞か

せをして話し合い、２,４,６年生は SST（ソー

シャルスキルトレーニング）をしました。 

 １年生は、絵本『しあわせのバケツ』の読み

聞かせをしました。文中に、「人を幸せにすると、

自分も幸せになれるんだよ。」とあります。うな

ずきながら聴いている子が多く、１年生なりに

真剣に考えているのだなあと思いました。 

 その後、友達にしてもらって心が優しくなっ

た一言を付箋に書き、バケツの形をした台紙に

貼っていきました。自分のことを書いてもらう

と、とても嬉しいですね。嬉しいという気持ち

が、幸せにつながっていくのだと思います。 

  

 今回の取組を通して、人権について考える良

い機会となりました。これからも、ずっと人権

を大切にしてほしいと願っています。 

 

 


